
議会だよりは、議員の活動や定例会の経過と結果を中心に、年４回（５月・８月・11月・２月）発行。区長さんを通じて全世帯に配布します。
パソコンやスマートフォンからご覧になりたい方は “ みなのまち議会だより ”で検索してください。

み～な

P.5
P.7

P.2
P.3

P.4

-
-町に聞きました

　６名の議員が一般質問

常任委員会の活動を常任委員会の活動を
　　　　　　お知らせします　　　　　　お知らせします

審議した議案
　公開します 議員の賛否

句会ライブの様子句会ライブの様子

平成30年12月定例会
2019年２月１日発行

第28号
埼玉県皆野町議会

み～な
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　平成30年11月20日・21日において、茨城県八
千代町と福島県いわき市の研修視察を議長、委員6
名、事務局長、執行部から副町長、総務課長の計
10名で行いました。
　初日に視察した八千代町は、平成27年9月に発
生した台風第18号や前線の影響で線状降水帯状態
となり、記録的な大雨となりました。鬼怒川の氾濫
警戒水位になったものの人的被害はなかったようで
すが、隣接する常総市では堤防が決壊し、多大な
被害をもたらしました。こうしたことを踏まえ、鬼怒
川減災対策協議会において、タイムライン（事前対
応計画）を作成しました。
　防災情報の伝達には、スマートフォンを利用した

八千代町アプリ・エリアメール等を活用しています。
スマートフォンを持たない人には、地域のつながり
を生かして情報共有をしていました。
　２日目は、東日本大震災から7年半の、いわき市
薄磯・豊間地区と小名浜港を見学しました。特に印
象に残ったことは、道路、堤防、盛土した造成地全
てが真新しいことでした。いわき・ら・ら・ミュウと
いう施設の2階のパネル・映像・ミニシアター等で
当時の被害状況を知ることができました。

委員長  宮前　司

総務教育厚生常　任
委員会

①

②

⑥

⑦

③

④

⑤

● 震災後の復旧状況
①豊間地区（いわき市）
②薄磯地区塩屋埼灯台（いわき市）
③薄磯地区（いわき市）

● いわき市の東日本大震災展示館
④⑤いわき・ら・ら・ミュウ（いわき市）

● ⑥⑦八千代町役場

1120 1121火 水
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常任委員会の

①俳諧寺 天井 兜太先生句(信濃町)

②③一茶記念館（信濃町）

産 業 建 設 常　任
委員会

　平成30年11月27日・28日に、長野県信濃町
と小布施町に視察研修を行いました。
　信濃町は長野県北部にあり、人口は約8500人の
町で江戸時代の俳人小林一茶の故郷です。俳句の
あるまちづくりに取り組まれており、小林一茶記念
館を見学しました。平成15年に総工費７億1000万
円で一茶記念館が建設され、一茶の生涯や文学の
資料を展示し、俳句講座などの学習活動を行って
います。一茶の直筆の書物などがたくさん展示され、
全国から多くの人が訪れています。
　金子兜太先生も講師として何度も訪れていたと
の話を学芸員の方から聞きましたが、記念館裏にあ
るかやぶき屋根の俳諧寺の天井に、兜太先生の俳

句「笑わぬ 一茶の 句のおかしきよ 紅葉どき」が書
かれており、皆野町との縁が感じられました。信濃
町の町内には、130基の一茶の句碑があります。　
　小布施町では北斎館と周辺の伝統的町並みを見
学しました。小布施町は人口約１万1000人、葛飾
北斎が晩年を過ごしたところで、数 の々絵画が残さ
れています。北斎館を中心に、古い町並みの酒蔵
やみやげ物店などが路地の散歩道で点在し、観光
客を呼び込んでいます。
　平成18年に景観行政団体となり「小布施町景観
計画」を策定するなど、景観を重視したまちづくり
に取り組んでいます。地元名産の栗を使った菓子の
販売も好調のようです。

委員長  小杉修一

 常任委員会では、分野別に
少人数で詳しく話し合って
  います

1127 1128

④

⑤

② ③

①

④⑤町並み視察（小布施町）

火 水



質
疑

エ
ア
コ
ン
設
置
に
向
け
た

今
後
の
流
れ
に
つ
い
て
。

答
弁

熱
中
症
対
策
と
し
て
、
国

の
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
ま
す
。

31
年
３
月
を
め
ど
に
エ
ア
コ
ン
設

計
業
務
、
来
年
度
の
夏
季
休
業

中
に
設
置
す
る
予
定
で
す
。

質
疑

皆
野
幼
稚
園
、
各
体
育
館

の
エ
ア
コ
ン
設
置
の
予
定
に
つ
い

て
。

答
弁

幼
稚
園
は
臨
時
交
付
金
の

補
助
対
象
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
今
後
前
向
き
に
検
討
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
体
育
館
に
つ
い

て
は
災
害
時
の
避
難
所
と
な
っ
て

い
ま
す
。
防
災
の
観
点
か
ら
も
今

後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
30
年
第
４
回
皆
野
町
議
会
定
例
会
は
、
12
月
13
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
町
長
提
出
議
案
８
件
（
議
案
６
件
、

同
意
２
件
）
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
は
６
名
が
登
壇
し
、活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

多
目
的
ト
イ
レ

質
疑

町
営
バ
ス
発
着
所
、
改
修

工
事
設
計
委
託
料
の
ま
ち
な
か

観
光
ト
イ
レ
に
つ
い
て
、
多
目
的

ト
イ
レ
も
含
め
て
ト
イ
レ
の
規

模
に
つ
い
て
。

答
弁

町
営
バ
ス
発
着
所
を
改
修

し
て
多
目
的
ト
イ
レ
を
建
設
す

る
予
定
で
す
。
規
模
等
、
こ
れ
か

ら
検
討
、
設
計
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
30
年
度  

一
般
会
計
補
正
予
算
に
関
す
る
主
な
質
疑 み～な

第
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号
（
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町
長
提
出
議
案

※（○は賛成、×は反対、欠は欠席）議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します
※今までは「審査報告」は委員会付託した請願の審査結果が「不採択」となった事に対しての、賛成○・反対×を
　採決した結果報告としていましたが、２８号から請願の採択に対しての賛成○・反対×を記載することとしました。

平成30年第４回定例会で
審議された議案と議員の賛否 結果

大
塚
鉄
也

林　

太
平

小
杉
修
一

宮
前　

司

常
山
知
子

若
林
光
雄

新
井
達
男

大
澤
径
子

四
方
田
実

内
海
勝
男

宮
原
睦
夫

大
澤
金
作

皆野町地域経済牽引事業の促進に係る固定資産税の特例
に関する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

皆野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定
について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

皆野町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び
運営に関する基準を定める条例等の一部を改正する条例
の制定について

可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

平成30年度皆野町一般会計補正予算（第３号） 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
平成30年度皆野町介護保険特別会計補正予算（第２号） 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
町道路線の廃止及び認定について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
固定資産評価審査委員会委員の選任について 同 意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
固定資産評価審査委員会委員の選任について 同 意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
東海第二原子力発電所の運転延長を行わないことを求める
意見書に関する請願 不採択 × × × × ○ × × × × ○ × ー

審
議
し
た
議
案
と
そ
の
結
果

12
月
定
例
会　

  「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

固定資産評価審査委員会委員
 青木信之氏（皆野町大字皆野）

 山﨑茂樹氏（皆野町大字皆野）

審
査

報
告

固定資産評価審査委員会委員の選任について同意しました。

定例会
12月13日
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 平成30年 第４回（12月）定例会

浅
草
の
商
品
券
に
つ
い
て

小
こ

杉
すぎ

修
しゅう

一
いち

11
月
４
日
、
恒
例
と
な
っ
た

皆
野
横
丁
が
賑
や
か
に
開
催

さ
れ
、
人
気
の
抽
選
会
に
お
い
て
今

回
は
１
等
賞
と
し
て
浅
草
で
使
え
る

食
事
券
１
万
円
が
10
本
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
に
当
選
さ
れ
た
方
が
大
変

残
念
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
皆
野

の
人
が
有
効
的
に
そ
の
券
を
活
用
で

き
る
の
か
、
町
の
考
え
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
浅
草
で
は
ど
の

よ
う
な
食
べ
物
が
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

当
選
さ
れ
た
方
の
う
ち
、
７

名
の
方
が
喜
ん
で
券
を
受
け

取
ら
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
浅
草

は
天
ぷ
ら
や
そ
ば
な
ど
が
有
名
で
す
。

皆
野
は
う
な
ぎ
が
名
物
で
す

が
、
天
ぷ
ら
や
そ
ば
も
お
い

し
い
店
が
あ
る
の
で
、
今
後
は
そ
の

分
を
地
元
の
食
事
券
に
し
て
も
ら
っ

た
ほ
う
が
、
気
楽
に
出
か
け
て
、
食

べ
ら
れ
て
、
地
元
の
お
店
に
も
当
選

者
に
も
喜
ば
れ
る
の
で
は
な
い
で
す

か
。
そ
れ
と
浅
草
の
方
に
も
皆
野
の

商
品
券
を
買
っ
て
も
ら
っ
た
ほ
う
が

い
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
浅
草
に

出
か
け
て
も
ら
え
れ
ば
と

考
え
ま
す
。

三
沢
小
学
校
の
崖
の
危
険
対

策
に
つ
い
て

三
沢
小
体
育
館
裏
の
崖
が
崩

れ
た
件
に
つ
い
て
、
今
回
崩

れ
た
土
砂
は
除
去
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
後
ま
た
、
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
場

合
、
大
規
模
に
再
発
す
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
。
来
夏
に
向
け
て
至
急

の
対
策
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
が
。

こ
れ
ま
で
に
、
崩
れ
た
土
砂

を
除
去
し
、
土
留
柵
を
設
置

し
ま
し
た
。

今
回
設
置
し
た
土
留
柵
は
と

て
も
十
分
と
は
思
え
ま
せ

ん
。
崖
上
の
地
権
者
の
方
と
よ
く
相

談
し
て
も
ら
い
、
早
期
に
半
分
か
ら

上
を
削
る
な
ど
し
て
崖
を
低
く
し
た

ほ
う
が
い
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

地
権
者
の
方
と
よ
く
相
談
し

て
解
決
策
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

い っ ぱ ん し つ も ん

内
うちかい

海勝
かつ

男
お

男

避
難
所
で
あ
る
三
沢
小
学
校

体
育
館
裏
の
崖
は
い
つ
ま
で

あ
の
状
態
で
お
く
の
で
す
か
。

土
砂
の
撤
去
か
ら
も
ろ
も
ろ
の

工
事
を
行
い
、
土
留
柵
で
効

果
あ
り
と
判
断
し
ま
し
た
。

町
の
非
常
食
に
つ
い
て
、
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
や
賞
味
期
限
が

近
い
物
は
ど
う
し
て
い
ま
す
か
。

ア
ル
フ
ァ
ー
米
・
粉
ミ
ル
ク
は

ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
応
済
で
あ

り
、
基
本
的
に
は
賞
味
期
限
後
は
廃

棄
、
た
だ
し
ア
ル
フ
ァ
ー
米
の
一
部
は

防
災
訓
練
で
試
食
し
て
い
ま
す
。

福
祉
に
つ
い
て

も
も
と
せ
学
校
の
夏
休
み
開

放
学
童
受
入
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。
今
後
の
長

期
休
み
は
対
策
が
で
き
て
い
ま
す
か
。

学
童
を
長
期
休
み
の
み
受
入

れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
要

望
は
あ
り
ま
す
が
、
課
題
が
多
く
多

角
的
視
点
で
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

も
も
と
せ
学
校
の
取
組
に
ど

の
よ
う
な
対
策
を
取
り
、
支

援
し
て
い
き
ま
す
か
。

障
が
い
児
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
町
と
し
て

可
能
な
支
援
方
法
の
仕
組
み
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

小
学
校
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

下
校
時
間
ま
で
の
利
用
に
つ

い
て
、
児
童
が
学
校
施
設
を

利
用
し
て
も
問
題
は
な
い
で
す
か
。
ま

た
下
校
時
間
の
延
長
は
不
可
能
で
す

か
。

下
校
時
間
か
ら
、
利
用
可
能

時
間
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
現

状
で
、
安
全
確
保
等
の
観
点
か
ら
下

校
時
間
の
延
長
は
難
し
い
と
考
え
ま

す
。

＊
防
災
は
、
避
難
場
所
の
早
急
工
事
、

さ
ら
な
る
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
を
、
福

祉
は
、
も
も
と
せ
学
校
の
長
期
休

業
期
間
学
童
対
策
と
放
課
後
の
障

が
い
児
の
受
入
支
援
を
、
児
童
の
放

課
後
活
動
の
対
策
は
教
育
委
員
会
・

健
康
福
祉
課
の
連
携
を
、
重
ね
て
お

願
い
し
ま
し
た
。

防
災
に
つ
い
て

大
おお

塚
つか

鉄
てつ

也
や
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来
年
度
の
予
算
編
成
方
針
に
関

連
し
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。
１
．予
算
編
成
の
基
本
方

針
に
つ
い
て　

２
．重
点
施
策
、
新

規
事
業
等
に
つ
い
て　

３
．公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
に
つ
い
て　

４
．基
金
の
運
用
に
つ
い
て

　

次
の
２
点
に
絞
り
要
旨
を
報
告
し

ま
す
。

今
年
度
末
の
財
政
調
整
基

金
の
残
高
は
約
５
億
２
４

０
０
万
円
で
、
来
年
度
は
約
７
０

０
０
万
円
の
取
り
崩
し
を
予
定
し

て
い
る
よ
う
で
す
。
適
正
額
を
確

保
し
て
も
約
１
億
６
０
０
０
万
円

の
活
用
が
可
能
で
す
。
学
校
給
食

無
料
化
を
実
施
し
た
場
合
で
も
数

年
間
充
当
で
き
る
。
そ
う
し
た
考

え
は
。

給
食
費
に
つ
い
て
は
、
学
校

給
食
法
に
よ
り
食
材
の
購

入
費
用
に
充
て
る
と
し
て
い
る
。衣・

住
と
同
じ
く
食
に
つ
い
て
も
そ
の
個

人
や
家
庭
で
賄
う
も
の
と
思
っ
て
お

り
、
学
校
給
食
の
完
全
無
料
化
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
の
研
究

課
題
と
し
て
い
き
た
い
。

総
合
セ
ン
タ
ー
は
経
過
年
数

が
46
年
と
公
共
施
設
の
中
で

一
番
古
い
施
設
と
な
っ
て
い
る
。
私
は

「
秩
父
音
頭
と
俳
句
の
ま
ち
」
に
相
応

し
い
「
観
光
・
文
化
施
設
」
建
設
を

提
言
し
て
い
る
が
図
書
館
や
総
合
セ

ン
タ
ー
の
機
能
も
兼
ね
た
複
合
施
設

と
し
て
「
本
町
商
店
街
」
に
整
備
す

る
考
え
は
。

総
合
セ
ン
タ
ー
は
、こ
の
間
、

改
修
等
行
っ
て
お
り
、
当
面

の
建
て
替
え
と
い
う
こ
と
に
は
な

い
。
図
書
館
あ
る
い
は
総
合
セ
ン

タ
ー
の
「
複
合
施
設
化
」
に
つ
い
て

は
、
常
に
考
え
と
し
て
持
っ
て
い
る

が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
矢
尾
跡

地
等
、本
町
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、

所
有
は
矢
尾
さ
ん
で
あ
り
連
携
を

取
り
な
が
ら
、
要
望
は
し
て
い
き
た

い
。

来
年
度
の

 
予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て

長
生
荘
の

　
入
館
料
に
つ
い
て

林
はやし

　太
た

平
へい

昨
年
の
12
月
定
例
会
で
も
質

問
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
長

生
荘
の
改
修
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
今
後
料
金
の
値
上
げ
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
お
伺

い
い
た
し
ま
す
。

　
「
具
体
的
に
行
政
改
革
の
中
で
10

年
前
か
ら
１
０
０
円
で
楽
し
ん
で
い

た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
値

上
げ
せ
ず
に
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

前
回
の
答
弁
の一部
で
す
。

　

今
回
は
改
修
工
事
費
等
金
額
も
多

く
、一般
の
方
々
か
ら
も
入
館
料
が
１

０
０
円
で
は
安
す
ぎ
る
の
で
は
と
の

声
が
多
い
、
私
も
同
感
で
す
。

　

町
内
の
利
用
者
が
少
な
く
町
外

の
利
用
者
が
多
い
現
状
で
は
、
せ
め

て
今
回
の
改
修
工
事
を
機
会
に
料
金

改
定
を
し
て
受
付
等
で
働
い
て
い
る

人
、
ま
た
町
民
が
納
得
で
き
る
よ
う

に
考
え
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す

が
、
今
の
入
館
料
で
は
他
地
域
施
設

と
連
携
し
て
有
効
活
用
し
て
い
く
に

し
て
も一定
の
料
金
改
定
か
、町
内
者
、

町
外
者
で
区
別
し
て
改
定
し
て
は
と

思
い
ま
す
。町の

各
施
設
の
使
用
料
に
つ

い
て
は
無
料
に
し
て
は
と
の
要

望
が
多
い
中
、
安
す
ぎ
る
の
で
値
上

げ
し
て
は
ど
う
か
と
の
こ
と
で
、
若
干

戸
惑
っ
て
い
ま
す
。
林
議
員
の
ご
意
見

も
理
解
で
き
る
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、

長
生
荘
の
指
定
管
理
者
で
あ
る
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
対
し
、
適
正
・

合
理
的
な
窓
口
業
務
、
入
館
者
数
の

増
加
策
、
経
費
節
減
、
を
要
請
し
、

条
例
の
規
定
に
よ
る
入
館
料
は
現
状

据
え
置
き
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

町
の
基
本
施
策
で
あ
る
「
楽
し
く

子
育
て
・
元
気
で
長
生
き
・
安
全
快

適
な
町
」
づ
く
り
の
中
の
、
長
生
荘

は
高
齢
者
福
祉
の
拠
点
施
設
で
も
あ

り
ま
す
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎
え
た
今
、

今
後
も
さ
ら
に
、
長
生
荘
は
、
多
く

の
高
齢
者
が
、
元
気
に
・
楽
し
く
・
気

楽
に
集
う
施
設
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

内
うちかい

海勝
か つ お

男

町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

審
議
し
た
議
案
と
そ
の
結
果

12
月
定
例
会　

  「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」
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内
うちかい

海勝
かつ

男
お

男常
つねやま

山知
とも

子
こ

　

平
成
28
年
、
学
童
保
育
無
料
化

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
入
所

希
望
者
が
増
え
、
対
策
の
な
い
ま

ま
平
成
30
年
６
月
議
会
で
無
料
化

を
撤
回
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
３
月
作
成
の
「
子

ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」
に
は
、
学
童
保
育
無
料
化
は

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
事
業

計
画
と
無
料
化
の
関
連
に
つ
い
て

説
明
願
い
ま
す
。

事
業
計
画
に
は
保
育
料
の

無
料
化
に
つ
い
て
記
載
は
な

く
、
重
点
施
策
「
楽
し
く
子
育
て
、

元
気
で
長
生
き
対
策
」
の
子
育
て

支
援
と
し
て
計
上
し
た
も
の
で
す
。

行
政
が
新
し
い
事
業
を
行

う
と
き
は
、
計
画
・
準
備
・

見
通
し
を
立
て
て
予
算
化
す
る
も

の
と
思
い
ま
す
。「
無
料
化
を
や
り

ま
し
た
」「
ダ
メ
で
し
た
」
で
は
あ

ま
り
に
も
場
当
た
り
的
で
す
。

見
通
し
が
甘
か
っ
た
と
反
省

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
31
年
度
以
降
も
学
童

保
育
料
の
無
料
化
を
求
め

ま
す
。
両
親
が
フ
ル
タ
イ
ム
で
働

い
て
い
れ
ば
学
童
保
育
所
、
短
時

間
の
仕
事
の
人
は
「
放
課
後
子
ど

も
教
室
」
へ
と
す
み
分
け
し
て
い

け
ば
、
希
望
者
を
受
け
入
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
現
在
の
「
放
課

後
子
ど
も
教
室
」
の
見
直
し
も
必

要
で
す
。支

援
員
の
確
保
、
子
育
て
家

庭
の
支
援
の
公
平
さ
か
ら

無
料
化
は
対
象
を
限
定
（
非
課
税

世
帯・多
子
世
帯
）
す
る
考
え
で
す
。

子
育
て
支
援
を
進
め
る
上
で

「
給
食
費
の
無
料
化
」
に
つ
い

て
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

給
食
費
の
無
料
化
は
優
先
課

題
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

＊「
町
の
活
性
化
」に
つ
い
て
も
質
問
を

し
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

宮
みや

原
はら

睦
むつ

夫
お

①
温
水
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は

一
昨
年
、
昨
年
と
年
間
４
０

０
０
万
円
か
ら
の
持
ち
出
し
に
な
っ

て
い
る
が
、
何
一
つ
改
革
が
見
ら
れ

な
い
し
、
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

　

②
長
生
荘
に
つ
い
て
、
食
堂
の

廃
止
、
受
付
の
改
革
等
す
べ
き
だ

が
ど
う
か
。

　

③
町
職
員
の
給
与
改
革
に
つ
い

て
は
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数（
＊
）

を
県
下
最
下
位
で
な
く
も
っ
と
改

善
す
べ
き
だ
が
、
ど
う
か
。

　

④
ド
イ
ツ
・
ビ
ュ
ア
シ
ュ
タ
ッ
ト

と
の
交
流
も
良
い
が
、
英
語
圏
と

の
交
流
も
考
え
る
べ
き
だ
が
。

施
設
の
目
的
・
趣
旨
を
踏
ま

え
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

展
開
し
て
利
用
者
増
を
目
指
し
、

戦
略
的
計
画
的
に
修
繕
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
歳
出
を
抑
え

る
だ
け
で
な
く
、
歳
入
増
と
し
て
、

施
設
に
設
置
済
み
の
自
動
販
売
機

の
公
募
制
の
導
入
を
検
討
中
で
す
。

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
上
向
き
改
善

中
で
す
が
、
引
き
続
き
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。
英
語
圏
と
の
交
流
は
、

日
独
友
好
協
会
の
意
向
も
踏
ま
え

検
討
し
ま
す
。

浅
草
と
の
交
流
に
つ
い
て

①
今
の
浅
草
と
の
交
流
は
、

町
と
浅
草
商
店
街
と
の
交

流
で
、
官
と
民
と
の
交
流
は
好
ま

し
く
な
い
し
、
や
る
な
ら
官
と
官

で
や
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

②
こ
の
交
流
事
業
に
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
料
と
し
て
４
５
０
万
円
支

払
っ
て
い
る
が
、
大
変
不
明
の
点

が
多
い
の
で
、
来
年
度
か
ら
や
め

る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
考
え
る
か
。

足
か
け
３
年
で
浅
草
と
の
交

流
の
道
筋
は
で
き
た
と
い
う

認
識
で
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
契
約
は
今

年
度
限
り
と
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
は
町
に
お
い
て
、
直
接

浅
草
商
店
街
、
あ
る
い
は
台
東
区

と
、
交
流
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
ま
す
。
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議会ホームページ
もご覧ください

　日本漢字能力検定協会は「今
年の漢字」を「災」と発表した。
大阪北部地震、西日本豪雨、台
風21号、北海道胆振東部地震
など大災害が相次いだことが選
定理由とのこと。
　災害が発生しないことを願わ
ずはいられないが、毎年、全国
のどこかで「豪雨災害」や「震災」
が発生している近年である。

　自然災害の多発国で、福島第
一原発事故を忘れたかのように
「原発再稼働」の推進、土砂災害
防止対策など「防災対策費」よ
り優先し増え続ける「防衛費」。
　こうしたことで「国民（住民）
の生命・財産・安全を守る」こ
とになるのか。

内海　勝男
（2018年12月25日記）

議員雑記 国民（住民）の生命・財産・安全を守る

み～な

傍聴やご意見、
お待ちしています

次の定例会は ３月中旬頃に 開催される予定です。
gikai@town.minano.saitama.jp0494-62-2791FAX議会事務局 メール

埼玉県知事表彰
　大澤径子議員が
埼玉県知事表彰を
受賞されました。
　長年にわたり、
皆野町議会議員と

して地方自治の振興発展に尽力
され､ その功績を認められたも
のです。

秩父広域市町村圏組合議会

9
21 金 第２回定例会開催
　管理者提出議案の報告及び一括上程され、議案は

第15号から第22号までの８件でした。

　議案22号、監査委員の選任については、大野英雄

監査委員退任に伴い、福島茂監査委員が同意され、

すべての議案は可決・認定・同意されました。

新井 達男

皆野・長瀞下水道組合議会

9
20 木 全員協議会開催
　①秩父新電力株式会社の事
業内容とごみ処理発電による電
力の売買について、②デジタル
無線談合問題に対する現在の状
況についての説明が行われまし
た。

10
18 木

10
19 金 行政視察開催

　宮原睦夫議員と共に参加。視
察地は、静岡県藤枝市及び浜松
市。藤枝市では環境日本一に向
けた取り組みについて、浜松市
では水道事業の施設・更新・管
理・料金についてを視察調査し
てきました。

11
7 水 全員協議会開催

　議事①平成30年第３回定例
会管理者提出議案の概要、②救
急医療体制についての説明が行
われました。

11
14 水 第３回定例会開催
　議案①平成29年度一般会計
歳入歳出決算の認定について、
②秩父広域市町村圏組合火災予
防条例の一部改正について、③
平成30年度一般会計補正予算
の提出された３議案は原案のと
おり認定・可決されました。

四方田　実

報告一部事務組合議会から


